
(C) Yamaguchi Pref. 11(C) Yamaguchi Pref.

すべての子どもたちが健やかに生まれ育つために必要な

子どもに関する取組についての
アンケート

山口県健康福祉部
こども・子育て応援局

［中学生以上］

資料３－２



(C) Yamaguchi Pref. 22(C) Yamaguchi Pref.

なぜアンケートを実施するのですか？

―みなさんは子どもであっても、大人と同様に、ひとりの人間として大切に尊重される権利があります。

みなさんの視点や意見は、次世代を担うすべての子どもたちが健やかに生まれ育つために必要とされているからです。

なぜ私たちの視点や意見が必要とされているのですか？

―県では、これまでも子育て支援や少子化対策に取り組んできましたが、少子化の進行や人口減少に歯止めがかかっておらず、
また、児童虐待相談数や不登校件数が増え続けているなど、みなさんを取り巻く状況は深刻さを増しています。

みなさんが健やかに生まれ育つためには、これまで以上に子どもや子育てを支える県づくりを社会全体で進めていかなければな
ず、そのためには当事者であるみなさんの意見をもとに、どのようなことをどうしていくかについて計画的に取り組んでいく必要があ
ります。

計画的に取り組んでいくため、県ではどのようなものを準備していくのですか？

―子どもの誕生前から大人として自立するまでの支援や子育て当事者への支援を整理し、切れ目ない支援を行うための５年
計画をつくることとしています。

みなさんの意見をもとに、誰にとっても分かりやすく、みんなで子ども・子育てを支援していくことにつながる計画にしていきます。



(C) Yamaguchi Pref. 33(C) Yamaguchi Pref.

これから実現をめざす社会のイメージはどのようなものですか？

私たちの意見はどのように取り扱われるのですか？

―実現可能性などもしっかり考慮しつつ、みなさんにとって何が一番良いことかを考えながら、計画の反映について検討します。

また、いただいた意見が計画に反映されたかなどについて、みなさんにフィードバックしたり、広く社会に発信したりすることとして
います。

お金の心配がない
仕事をがんばりながら
趣味などの時間も持てる 安心して結婚や

子育てができる

自分も子どもも幸せ

すこやかに成長
できる 自分らしくいられる

意見を持てる・
意見を言える

困ったら
助けてもらえる

遊んだり学んだり
できる

心や体を傷つけられたり
差別されたりしない

何をするか自由に
えらべる

おとなになるのが
楽しみ

一人ひとりが大切にされ、
自分らしく生きられ、
すこやかに育っていける社会に

子ども・若者はもちろん、
社会全体が幸せになる



(C) Yamaguchi Pref. 44(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

１. 次に記載してあることは、みなさんが安心してのびのびと育つためにすべて大事なことで
すが、その中でも特に大事だと思うことについて、次の中から選び、選んだ番号を教えてく
ださい。（５つまで選んでも構いません。また、選べなくても構いません。）

①結婚支援（結婚したい人が結婚できるよう、出会いの場の提供、お相手探しやお見合い、交際の準備等を実施
すること。）

②ライフプランニング（就職だけでなく、様々なライフイベント（結婚・出産・子育て・家の購入等）を含めて
自分の進路について総合的に考えることができるようにすること。）

③安定した雇用（自分に合う仕事を見つけ、経験を積んでいけるように支援したり、給料が上がるようにしたり、
働きやすいようにしたりすること。）

④プレコンセプションケア（男女ともに性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、将来の妊娠やからだの変化に
備えて健康管理を行うよう促すこと。）

⑤不妊症・不育症に関する相談支援や治療（赤ちゃんを望んでもなかなか妊娠できないこと、妊娠しても赤ちゃん
が生まれてくる前に亡くなってしまうことに相談に乗ったり治療したりすること。）

⑥母子保健（お母さんの妊娠前からおなかの中にいるとき、また生まれて、育っていくときに、お母さんも子ども
も元気でいられるよう、お医者さんに相談したり検査を受けたりできるようにすること。）

⑦幼児教育・保育の充実（先生たちが増えて一人一人の子どもにしっかり対応できたり、入園できない子がいなく
なるようにすること。）

［大学生］



(C) Yamaguchi Pref. 55(C) Yamaguchi Pref.

アンケート
⑧学校教育の充実（授業の内容がよくわかること、将来の夢や目標について考える場をつくること、あなたのいい
ところを認めてくれることなど、学校が安心して過ごし、学ぶことができる場所になること。）

⑨いじめ・不登校対応（いじめを早く気づき、相談しやすくすること。不登校の場合も教育を受けられる体制を整
えること。）

⑩ひきこもり支援（学校に行くことができず、家族以外と親密な対人関係が持てない状態が続いている人を支援す
ること。）

⑪障害児支援（障害があっても、様々な場所で自分らしく活動し、一緒に成長できるようにすること。）
⑫医療的ケア児への支援（日常生活を営むために、たんの吸引や人工呼吸器の装着などの医療的ケアを要する状態
にある子どもを支援すること。）

⑬妊娠・出産、子育てに関する経済的負担の軽減（子どもにかかる医療費や保育料、教育費などのお金の負担が
少なくなるようにすること。）

⑭ジェンダーの視点、固定的性別役割分担意識の解消（性別にかかわらず、すべての人が平等に、様々な分野で活
躍できるようにすること。）

⑮男性の育児休業の取得促進、家事・育児への参画（保護者がともに協力して仕事や子育てができるように、働き
方を変えること。男性がもっと家事や育児に取り組めるようにすること。）

⑯学校等の安心・安全（学校の周りが安全で、安心して登下校ができること。学校に危険な場所がなく、けがをし
ないで安心して活動できること。）

⑰こどもの居場所づくり（一人ひとりが無理をせず、自分らしくありのままでいられ、安心して過ごすことができ
る居場所を、学校や家庭以外にも増やしていくこと。）



(C) Yamaguchi Pref. 66(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

該当番号

⑱社会的養護(日常生活を支えてくれる大人がいない子どもの声をきき、大人になるまでサポートすること。）
⑲児童虐待防止対策（子育てに悩んでいる保護者を支援するなどして虐待を防ぐこと。）
⑳子どもの貧困対策（家庭の経済状況に関わらず、夢に挑戦できるよう、教育や生活などを支援すること。）
㉑ひとり親家庭の支援(子育てと生計の維持を一人で担っている家庭に対し、生活に関する相談・指導や子どもの
学習支援、就職に向けた支援等を行うこと。）

㉒ヤングケアラー支援（本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもに対
し、勉強したり友達と遊んだりできるように支援すること。）

２. 設問１において選んだ選択肢の理由や希望すること等がある場合は、下の例のように教え
てください。
例）⑧勉強していろいろな人を助けるとができるようになりたいから、もっといろいろな職業について知る機会があるといいと思う。

⑪障害のある子もみんなと同じように笑ったり泣いたり楽しんだりできるようになるといい。
⑰どんな子どももいいところがあると思うので、自分らしく長所を伸ばせるような居場所がたくさんあるといい。



(C) Yamaguchi Pref. 77(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

１. 次に記載してあることは、みなさんが安心してのびのびと育つためにすべて大事なことで
すが、その中でも特に大事だと思うことについて、次の中から選び、選んだ番号を教えてく
ださい。（５つまで選んでも構いません。また、選べなくても構いません。）

①ライフプランニング（就職だけでなく、様々なライフイベント（結婚・出産・子育て・家の購入等）を含めて自
分の進路について総合的に考えることができるようにすること。 ）

②安定した雇用（自分に合う仕事を見つけ、経験を積んでいけるように支援したり、給料が上がるようにしたり、
働きやすいようにしたりすること。）

③幼児教育・保育の充実（先生たちが増えて一人一人の子どもにしっかり対応できたり、入園できない子がいなく
なるようにすること。）

④学校教育の充実（授業の内容がよくわかること、将来の夢や目標について考える場をつくること、あなたのいい
ところを認めてくれることなど、学校が安心して過ごし、学ぶことができる場所になること。

⑤いじめ・不登校対応（いじめを早く気づき、相談しやすくすること。不登校の場合も教育を受けられる体制を整
えること。 ）

⑥障害児支援（障害があっても、様々な場所で自分らしく活動し、一緒に成長できるようにすること。 ）
⑦医療的ケア児への支援（日常生活を営むために、たんの吸引や人工呼吸器の装着などの医療的ケアを要する状
態にある子どもを支援すること。）

［高校生］



(C) Yamaguchi Pref. 88(C) Yamaguchi Pref.

アンケート
⑧妊娠・出産、子育てに関する経済的負担の軽減（子どもにかかる医療費や保育料、教育費などのお金の負担が
少なくなるようにすること。）

⑨ジェンダーの視点、固定的性別役割分担意識の解消（性別にかかわらず、すべての人が平等に、様々な分野で活
躍できるようにすること。 ）

⑩学校等の安心・安全（学校の周りが安全で、安心して登下校ができること。学校に危険な場所がなく、けがをし
ないで安心して活動できること。 ）

⑪こどもの居場所づくり（一人ひとりが無理をせず、自分らしくありのままでいられ、安心して過ごすことができ
る居場所を、学校や家庭以外にも増やしていくこと。 ）

⑫社会的養護（日常生活を支えてくれる大人がいない子どもの声をきき、大人になるまでサポートすること。）
⑬児童虐待防止対策（子育てに悩んでいる保護者を支援するなどして虐待を防ぐ。）
⑭子どもの貧困対策（家庭の経済状況に関わらず、夢に挑戦できるよう、教育や生活などを支援すること。）
⑮ひとり親家庭の支援（子育てと生計の維持を一人で担っている家庭に対し、生活に関する相談・指導や子どもの
学習支援、就職に向けた支援等を行うこと。）

⑯ヤングケアラー支援（本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもに対
し、勉強したり友達と遊んだりできるように支援すること。）

該当番号



(C) Yamaguchi Pref. 99(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

２. １の質問で答えた番号を選んだ理由や希望すること等がある場合は、下の例のように教え
てください。
例）④勉強していろいろな人を助けるとができるようになりたいから、もっといろいろな職業について知る機会があるといいと思う。

⑥障害のある子もみんなと同じように笑ったり泣いたり楽しんだりできるようになるといい。
⑪どんな子どももいいところがあると思うので、自分らしく長所を伸ばせるような居場所がたくさんあるといい。



(C) Yamaguchi Pref. 1010(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

１. 次に記載してあることは、中学生のみなさんが安心してのびのびと育つためにすべて大事
なことですが、その中でも特に大事だと思うことについて、次の中から選び、選んだ番号を
教えてください。（３つまで選んでも構いません。また、選べなくても構いません。 ）

①やってみたい仕事だけでなく、結婚・出産・子育て等も含めて自分の進路について考えることができるようにす
ること。【ライフプランニング】

②学校が、安心して過ごし、学ぶことができる場所になること。（授業で自分が成長できる、将来の夢や目標につ
いて考えることができる、あなたのいいところを認めてくれる等）【学校教育の充実】

③いじめに早く気づき、相談しやすい雰囲気や制度が整っていること。もし学校に行けなくなっても、勉強する機
会があること。【いじめ・不登校対応】

④障害があっても、いろいろな場所で、自分らしく活動し、一緒に成長できるようにすること。【障害児支援】
⑤性別にかかわらず、すべての人が平等に、様々な分野で活躍することができる雰囲気や制度が整っていること。

【ジェンダーの視点、固定的性別役割分担意識の解消】
⑥学校の周りが安全で、安心して登下校できること。学校に危険な場所がなく、けがをしないで安心して活動でき
ること。【学校等の安心・安全】

⑦一人ひとりが無理をせず、自分らしくありのままでいられ、安心して過ごすことができる居場所を、学校や
家庭以外にも増やしていくこと。【子どもの居場所づくり】

［中学生］



(C) Yamaguchi Pref. 1111(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

⑧どのような家庭環境であっても、自分らしく毎日勉強したり友達と遊んだりすることができ、夢の実現に向けて
挑戦することができるように、相談に乗ったり支援したりすること。【児童虐待防止対策、子どもの貧困対策、
ひとり親家庭の支援、ヤングケアラー支援】

該当番号

２. １の質問で答えた番号を選んだ理由や希望すること等がある場合は、下の例のように教え
てください。
例）②勉強していろいろな人を助けるとができるようになりたいから、もっといろいろな職業について知る機会があるといいと思う。

④障害のある子もみんなと同じように笑ったり泣いたり楽しんだりできるようになるといい。
⑦どんな子どももいいところがあると思うので、自分らしく長所を伸ばせるような居場所がたくさんあるといい。



(C) Yamaguchi Pref. 1212(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

３. そのほかに、みなさんが安心してのびのびと育つために特に大事だと思うことがあれば
具体的に記入してください。
また、可能であれば記入した理由や希望すること等について教えてください。

特に大事だと思うことや記入した理由、希望すること等



(C) Yamaguchi Pref. 1313(C) Yamaguchi Pref.

アンケート
４. 県では、子育て支援・少子化対策として
◆結婚を希望する独身の人に、出会いの場の提供やお相手探し、お見合い、お付き合いの準
備等を支援する「やまぐち結婚応縁センター」の運営

◆３人以上の子どもが生まれた世帯に、県産米やエアコンクリーニングなどの家事代行サー
ビスに利用できるクーポンのプレゼント

◆赤ちゃんを望んでもなかなか妊娠できない場合に受ける治療費の支援
◆子育てや子どもの病気について産婦人科や小児科医にオンラインで相談できる制度
◆妊娠や出産、子育てに関する悩みに24時間365日対応できるAI相談システムの運営
◆２人以上の子どもがいるすべての世帯に保育料等の負担を減らす取組
◆保育士になることを目指す学生を対象とした教育にかかるお金を貸す制度
◆放課後児童クラブが時間延長したり、夏休みや冬休みに開いたりするための支援
などに取り組んでいますが、あなたは将来的にこのような支援を利用したいと思いますか。

思う 思わない わからない

以上で終わりです。御協力ありがとうございました。



(C) Yamaguchi Pref. 1414(C) Yamaguchi Pref.

すべての子どもたちが安心してのびのびと生まれ育つために必要な

子どもに関するとりくみ
についてのアンケート

山口県健康福祉部
こども・子育て応援局

［小学生］



(C) Yamaguchi Pref. 1515(C) Yamaguchi Pref.

なぜアンケートするの？

―みなさんは子どもであっても、おとなと同じで、ひとりの人間として大切にしてもらうけんりがあります。

みなさんの意見は、すべての子どもたちが安心してのびのびと生まれ育つために必要とされているからです。

なぜ、わたしたちの意見が必要とされているの？

―県では、これまでも子育てなどを支援してきましたが、子どもは減り続け、児童ぎゃく待や不登校の数も増え続けるなど、みなさ
んの周りの状況はますます大変になっています。

みなさんが安心してのびのびと生まれ育つためには、みなさんやみなさんの家族をみんなで支えていく必要があり、そのために子
どもである、みなさんの意見をもとに、どのようなことをどうしていくかについて計画的に取り組んでいく必要があります。

計画的に取り組んでいくため、県では何をじゅんびするの？

―子どもがおとなになるまでのしえんや、教育に係るお金など、子育てをするおとなのためのしえんを整理し、切れ目なく支えていく
ための５年間の計画をつくることとしています。

みなさんの意見をもとに、だれにとってもわかりやすく、みんなで子ども・子育てを支えていくことにつながる計画にしていきます。



(C) Yamaguchi Pref. 1616(C) Yamaguchi Pref.

これからめざす社会のイメージはどんなもの？

わたしたちの意見はどうされるの？

―みなさんにとって何が一番良いことかを考えながら、計画へどのように取り入れていくか考えていきます。

また、みなさんからの意見が計画にどのように取り入れたかなどについて、みなさんにお知らせしていくこととしています。

お金の心配がない
仕事をがんばりながら
しゅ味などの時間も持てる 安心して結婚や

子育てができる

自分も子どもも幸せ

すこやかに成長
できる 自分らしくいられる

意見を持てる・
意見を言える

困ったら
助けてもらえる

遊んだり学んだり
できる

心や体を傷つけられたり
差別されたりしない

何をするか自由に
えらべる

おとなになるのが
楽しみ

一人ひとりが大切にされ、
自分らしく生きられ、
すこやかに育っていける社会に

子ども・若者はもちろん、
社会全体が幸せになる



(C) Yamaguchi Pref. 1717(C) Yamaguchi Pref.

アンケート
１. 次に記載してあることは、小学生のみなさんが安心してのびのびと育つためにすべて大事
なことですが、その中でも特に大事だと思うことについて、次の中から選び、選んだ番号を教
えてください。（３つまで選んでも構いません。また、選べなくても構いません。 ）

①学校が、安心して過（す）ごし、学ぶことができる場所になること。（授（じゅ）業で自分が成長できる、将
（しょう）来の夢や目標について考えることができる、あなたのいいところを認（みとめ）めてくれる等）【学校
教育の充実】

②いじめがあったり、友だちとトラブルがあったり、学校に行きづらくなったりしても、相談しやすいこと。もし
学校に行けなくなっても、勉強する機会があること。【いじめ・不登校対応】

③障（しょう）害があっても、いろいろな場所で自分らしく活動し、一緒（しょ）に学んで成長できること。【障
（しょう）害児しえん】

④学校の周りが安全で、安心して登下校できること。学校に危険（きけん）な場所がなく、けがをしないで安心して
活動できること。【学校等の安心・安全】

⑤一人ひとりが無理をせず、自分らしくありのままでいられ、安心して過ごすことができる居（い）場所を、学校や
家庭以外にも増やしていくこと。【子どもの居（い）場所づくり】

選んだ番号



(C) Yamaguchi Pref. 1818(C) Yamaguchi Pref.

アンケート

２. １の質問で答えた番号を選んだ理由がある場合は、下の例のように教えてください。
例）①勉強していろいろな人を助けるとができるようになりたいから、もっといろいろなしごとについて知る機会があるといいと思う。

③しょう害のある子もみんなと同じように笑ったり泣いたり楽しんだりできるようになるといい。
⑤どんな子どももいいところがあると思うので、自分らしくいいところを伸ばせるような居（い）場所がたくさんあるといい。

３. １の質（しつ）問で選んだ番号以外に、みなさんが安心してのびのびと育つために特に大
事だと思うことがあれば、くわしく記入してください。
また、可能であれば記入した理由について教えてください。

特に大事だと思うことや記入した理由

以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。


